
アオサ収穫真っ盛り
　生産を始めて今年で２年目の茅屋集落では、３月２日、
深い緑で覆われたアオサ網が専用の摘み取り機で次々と巻
き上げられる様子が見られました。（関連記事＝ P15）



獅子島ウォーク 2019
たわわに実ったみかん畑を横に歩を進める参加者

↑ゴール後は獅子島の特産品が当たる抽選会↑濃霧が立ち込めたコースでも笑顔で楽しむ参加者

↑参加者をうならせた児童らによる和太鼓演奏↑中継地点でポンカンを手にリフレッシュ

↑トランポリンに大喜びの子ども↑焼酎のつまみはキッチンカーで購入 ↑真剣なまなざしで射的に挑戦

↑青空の下、東シナ海の絶景を背に気の合う仲間と乾杯！

↑焼酎サーバーの前で銘柄の品定め

　

２
月
23
日
、
長
島
焼
酎
祭
り
「
よ

い
ま
い
２
０
１
９
」
が
サ
ン
セ
ッ
ト

長
島
跡
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
年
ぶ
り
に
町
内
で
開
催
と
な
っ

た
今
回
は
「
大
人
は
飲
ん
で
、
子
ど

も
は
遊
ぶ
」
を
テ
ー
マ
に
焼
酎
の
振

る
舞
い
や
カ
ラ
オ
ケ
ス
テ
ー
ジ
、
子

ど
も
向
け
の
ゲ
ー
ム
会
場
な
ど
が
設

け
ら
れ
ま
し
た
。
町
内
外
か
ら
の
来

場
者
約
７
０
０
人
は
抜
け
る
よ
う
な

青
空
の
下
、
焼
酎
を
片
手
に
歌
っ
て

踊
り
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　

無
料
で
焼
酎
が
提
供
さ
れ
た
今
回

は
、長
島
の
銘
酒
「
さ
つ
ま
島
美
人
」

や
島
内
限
定
の
「
島
娘
」
な
ど
の
ほ

か
、
特
製
カ
ク
テ
ル
な
ど
が
多
数
用

意
さ
れ
、
ほ
ろ
酔
い
気
分
の
来
場
者

が
カ
ラ
オ
ケ
で
好
き
な
曲
を
思
い
思

い
に
歌
っ
て
い
ま
し
た
。　

　

飲
食
ブ
ー
ス
で
は
、
鹿
児
島
市
な

ど
で
営
業
し
て
い
る
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

が
集
ま
り
、
ピ
ザ
や
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
な
ど
を
買
い
求
め
る
来
場
者
で
行

列
が
で
き
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ム
会
場
で
は
、
親
子
連
れ
の

来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
、
子
ど
も
た
ち

が
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
や
射
的
コ
ー
ナ
ー
、

狙
っ
た
番
号
に
ボ
ー
ル
を
狙
う
「
ス

ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
」
の
体
験
コ
ー
ナ

　

２
月
３
日
、
獅
子
島
の
七
郎
山
山
頂

を
折
り
返
す
13
㌔
の
「
獅
子
島
ウ
ォ
ー

ク
２
０
１
９
」
が
開
催
さ
れ
、
あ
い
に

く
の
雨
と
な
り
ま
し
た
が
、
５
４
０
人

の
参
加
者
が
獅
子
島
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
朝
か
ら
参
加
者
が
諸
浦
港

や
水
俣
港
、
中
田
港
か
ら
定
期
船
や

貸
切
船
な
ど
で
続
々
と
獅
子
島
に
上

陸
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
前
日
か

ら
島
内
の
民
宿
に
宿
泊
し
て
大
会
に

臨
ん
だ
参
加
者
も
い
る
な
ど
、
島
内

が
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
発
着
点
の
獅
子
島
ア
イ
ラ

ン
ド
セ
ン
タ
ー
周
辺
で
は
、
み
か
ん

の
詰
め
放
題
や
海
産
物
な
ど
獅
子
島

の
特
産
品
を
販
売
す
る
出
店
が
立
ち

並
び
、活
気
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
獅
子
島
小

中
学
校
の
児
童
生
徒
に
よ
る
太
鼓
の

演
奏
が
披
露
さ
れ
、
午
前
10
時
に
ス

タ
ー
ト
。
参
加
者
は
七
郎
山
の
山
頂

を
目
指
し
ま
し
た
。

　

中
継
地
点
で
は
、
地
元
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
か
ら
ポ
ン
カ
ン
や
飴
が
手
渡
さ

れ
、
参
加
者
は
疲
れ
た
体
を
癒
し
て

い
ま
し
た
。

　

宮
崎
県
小
林
市
か
ら
夫
婦
で
参
加

し
た
下
湯
幸
浩
氏
さ
ん
と
美
也
子
さ

ん
は
「
島
民
一
丸
と
な
っ
た
お
も
て

な
し
に
感
動
し
た
。
ま
た
、
明
日
か

ら
も
仕
事
を
が
ん
ば
れ
る
」
と
笑
顔

が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

ー
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
る
そ
ば
で
、

焼
酎
で
心
地
よ
く
な
っ
た
保
護
者
が

温
か
い
目
で
様
子
を
見
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
祭
り
の
終
盤
に
は
お

楽
し
み
抽
選
会
が
開
催
さ
れ
、
大
型

液
晶
テ
レ
ビ
や
鹿
児
島
黒
牛
の
牛
肉

な
ど
が
当
た
る
た
び
に
会
場
は
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

福
岡
県
大
牟
田
市
か
ら
来
た
徳
永

英
明
さ
ん
は
「
仲
間
と
東
シ
ナ
海
を

眺
め
な
が
ら
、飲
む
島
美
人
は
最
高
」

と
頬
を
赤
く
染
め
な
が
ら
笑
顔
で
話

し
ま
し
た
。

焼
酎
を
片
手
に
楽
し
い
ひ
と
時

長
島
焼
酎
ま
つ
り
「
よ
い
ま
い
２
０
１
９
」

島
民
一
体
で
参
加
者
を
お
も
て
な
し
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↑集団を引っ張る樋渡選手（写真左　提供：南日本新聞社）

↑久保選手へのたすきリレー（写真中央）

↑後続を引き離す大西選手（写真左）
（提供：南日本新聞社） ↑トップでたすきを受け取る中橋選手（写真左）

（提供：南日本新聞社）

↑首位でラストスパートを掛ける池田
選手（写真右　提供：南日本新聞社）↑車両の贈呈を受ける中納会長（写真右）

↑椿紀隊に整備された火点（写真左）と軽可搬消防ポンプ

↑子どもたちもレスラーと共闘 ↑観客席が湧いた空中から飛び出す技

鹿
児
島
県
地
区
対
抗
女
子
駅
伝

　

１
月
27
日
、
第
32
回
鹿
児
島
県
地

区
対
抗
女
子
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

出
水
チ
ー
ム
で
久
保
亜
美
さ
ん

（
川
床
下
出
身
・
鹿
児
島
銀
行
）
と

湯
元
七
海
さ
ん
（
湯
ノ
口
出
身
・
出

水
中
央
高
校
）
が
選
出
さ
れ
、
久
保

さ
ん
が
出
走
し
ま
し
た
。

　

久
保
選
手
は
各
チ
ー
ム
の
エ
ー
ス

級
の
選
手
た
ち
が
集
う
４
区
で
、
粘

り
の
走
り
を
見
せ
、
出
水
チ
ー
ム
総

合
７
位
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

鹿
児
島
県
下
一
周
市
郡
対
抗
駅
伝

　

２
月
16
日
か
ら
20
日
の
５
日
間
の

日
程
で
第
66
回
鹿
児
島
県
下
一
周
市

郡
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ

れ
、
出
水
チ
ー
ム
に
本
町
か
ら
、
大

西
豪
さ
ん（
指
江
・
第
一
工
業
大
学
）、

樋
渡
速
太
さ
ん
（
菅
牟
田
・
長
島
町

役
場
）、
中
橋
信
人
さ
ん
（
本
町
・

東
町
漁
協
）、
池
田
智
史
さ
ん
（
幣

串
出
身
・
陸
上
自
衛
隊
国
分
）
の
４

人
が
出
走
。
コ
ー
チ
と
し
て
丸
橋
雄

太
さ
ん
（
本
町
・
長
島
町
役
場
）
と

田
ノ
上
尚
吾
さ
ん
（
菅
牟
田
・
長
島

町
役
場
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
橋
選
手
は
開
会
式
で
出
水
チ
ー

ム
の
代
表
と
し
て
力
強
い
選
手
宣
誓
を

披
露
。
走
っ
て
は
、
３
回
の
出
走
で
い

ず
れ
も
区
間
上
位
に
食
い
込
む
活
躍
を

し
ま
し
た
。
大
西
選
手
、
樋
渡
選
手
、

池
田
選
手
も
３
回
ず
つ
の
出
走
で
出
水

チ
ー
ム
の
総
合
６
位
、
郷
土
入
り
と

な
る
２
日
目
の
42
年
ぶ
り
の
日
間
優
勝

に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。
郷
土
路
で

は
、
町
内
か
ら
も
多
く
の
観
客
が
駆
け

付
け
、
選
手
を
応
援
し
、
日
間
優
勝
に

歓
喜
し
ま
し
た
。

郷
土
選
手
が
本
領
発
揮

地
区
対
抗
女
子
駅
伝
・
県
下
一
周
駅
伝

　町では、平成 30 年度コミュニティ助成事業（宝
くじ助成事業）を活用し、D-1 級軽可搬消防ポン
プと火点を長島町女性消防団「椿妃隊」に整備し
ました。
　椿妃隊は、平成 27 年度に結成されて以来、地
域の防火防災に関する普及啓発活動や高齢者実態
調査、手話講座など女性ならではの活動を積極的
に行ってきました。
　今回、軽可搬消防ポンプを整備することで、女
性消防団が初期消火活動の訓練や消防操法などの
規律訓練を行うことができ、町消防団の初期消火
活動体制の強化や地域防災力の向上が図られます。

「椿
つ ば き た い

妃隊」の消火活動体制を強化
宝くじ助成金で軽可搬消防ポンプなどを購入

　

２
月
14
日
、
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
協
会
（
福
山
忍
会
長
）
か
ら
町

社
会
福
祉
協
議
会
に
軽
ワ
ゴ
ン
車
１

台
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
同
協
会
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
基
金
の
一
環
で
、
車
両
は
今
後
、

高
齢
者
宅
を
訪
問
し
て
夕
食
の
弁
当

を
届
け
る
「
給
食
サ
ー
ビ
ス
」
や
獅

子
島
で
の
「
出
張
子
育
ひ
ろ
ば
」
の

用
具
運
搬
な
ど
で
福
祉
活
動
車
両
と

し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

た
贈
呈
式
で
、中
納
武
徳
会
長
は「
活

動
に
必
要
な
車
が
不
足
し
て
い
た
の

で
、
非
常
に
あ
り
が
た
い
。
地
域
福

祉
の
向
上
に
つ
な
げ
た
い
」
と
喜
び

ま
し
た
。

福
祉
活
動
車
両
の
贈
呈

　

３
月
３
日
、
ア
ジ
ア
ン
プ
ロ
レ
ス

リ
ン
グ
が
主
催
す
る
「
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
プ
ロ
レ
ス
in
長
島
」
が
町
総
合
町

民
体
育
館
の
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
プ

ロ
レ
ス
を
生
で
見
よ
う
と
会
場
に
訪

れ
ま
し
た
。

　

第
一
試
合
開
始
時
刻
の
午
後
２

時
、
リ
ン
グ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
か
ら
選

手
紹
介
が
さ
れ
る
と
、赤
コ
ー
ナ
ー
、

青
コ
ー
ナ
ー
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
手
が

入
場
。観
客
は
入
場
曲
に
合
わ
せ
て
、

手
拍
子
で
迎
え
ま
し
た
。

　

試
合
が
始
ま
る
と
、
影
山
道
雄
選

手
の
「
長
島
の
皆
さ
ん
、
盛
り
上
が

っ
て
ま
す
か
ー
」
の
掛
け
声
で
会
場

が
一
気
に
沸
き
、
空
中
か
ら
繰
り
出

す
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
技
や
観
客
を
巻

き
込
ん
で
の
試
合
運
び
に
拍
手
が
湧

い
た
り
、
笑
い
声
が
響
い
た
り
し
ま

し
た
。

　

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
試
合
で
、
観

客
の
中
か
ら
レ
フ
ェ
リ
ー
と
し
て
参

加
し
た
長
島
中
学
校
３
年
生
の
下
平

拓
真
さ
ん
は
「
生
で
プ
ロ
レ
ス
を
見

た
ら
、
臨
場
感
が
あ
っ
た
」
と
感
激

し
た
様
子
で
し
た
。

笑
い
と
大
迫
力
の
技
に
拍
手
喝
采

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
プ
ロ
レ
ス
in
長
島
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届け出が必要なのはこんなとき 届け出に必要なもの

国民健康
保険に加
入すると
き

他の市町村から長島町に転入してきたとき 他市町村からの転出証明書、印鑑
職場の健康保険をやめたとき 職場の健康保険をやめた証明書、印鑑
職場の健康保険の被扶養者からはずれたとき 被扶養者でない理由の証明書、印鑑
子どもが生まれたとき 母子手帳、印鑑
生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書、印鑑
外国籍の人が加入するとき 外国人登録証明書、印鑑

国民健康
保険をや
めるとき

他の市町村へ長島町から転出するとき 保険証、印鑑
職場の健康保険に加入したとき

保険証、職場の健康保険の保険証、印鑑
職場の健康保険の被扶養者になったとき
国保被保険者が死亡したとき 保険証、死亡を証明するもの、印鑑
生活保護を受け始めたとき 保険証、保護開始決定通知書、印鑑
外国籍の人がやめるとき 保険証、外国人登録証明書、印鑑

その他

長島町内で住所が変わったとき
保険証、印鑑世帯主や氏名が変わったとき

世帯が分かれたり、一緒になったとき
修学のため、別に住所を定めるとき 保険証、在学証明書、印鑑
保険証をなくしたとき 身分証明書（運転免許証など）、印鑑

車両の種類 手続きの場所など
○原動機付自転車

　（125CC 以下のバイク）

○小型特殊自動車

○ミニカー

役場税務課

軽自動車税係

○軽自動車（四輪）

○軽自動車（二輪）

　（125CC越え250CC以下）

○小型二輪（250CC 越え）

購入先業者または

点検整備を受ける

整備工場など

Tax News
　軽自動車税は、４月 1 日現在に登録されてい
る軽自動車などに対して課税されます。
　転出や名義変更、廃車などの手続きは早めに済
ませてください。

▼
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
？　

　

後
発
性
医
薬
品
の
こ
と
で
、
価
格
の
安

い
薬
で
す
。
医
療
機
関
で
処
方
さ
れ
る
医

薬
品
に
は
、
同
じ
効
果
や
成
分
で
も
、
高

い
薬
の
「
新
薬
（
先
発
医
薬
品
）」
と
安

い
薬
が
あ
り
ま
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
は
新
薬
よ
り
約
２
～
７
割
安
価
で
す
。

　

ど
ち
ら
を
使
用
す
る
か
は
患
者
さ
ん
自

身
が
選
択
で
き
ま
す
。「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
」
を
選
ぶ
こ
と
は
、
薬
代
を
低
く

抑
え
、
自
己
負
担
額
の
節
約
に
つ
な
が
り

ま
す
。
伸
び
続
け
る
医
療
費
の
削
減
も
期

待
で
き
、厚
生
労
働
省
で
は「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
」
と
「
希
望
シ
ー

ル
」
に
よ
る
使
用
促
進
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

▼
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」
に
切
り
替

え
た
い
と
き
は
？　

　

医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
、
医
師
や
薬

剤
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
言
い
に
く
い

場
合
は
、｢

希
望
カ
ー
ド｣

ま
た
は
「
希

望
シ
ー
ル
」
を
提
示
し
ま
し
ょ
う
。

※
使
用
中
の
薬
や
症
状
に
よ
っ
て
は
、
先

発
医
薬
品
し
か
発
売
さ
れ
て
い
な
い
場
合

や
、
調
剤
す
る
薬
局
に
よ
っ
て
は
、
取
り

扱
っ
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　
っ
て
い
ま
す
か
？

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

知

　

国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
や
脱
退
、
住
所
・
氏
名
に
変
更
が

あ
っ
た
場
合
は
、
異
動
が
あ
っ
た
日
か
ら
14
日
以
内
に
役
場
町

民
保
健
課
、
ま
た
は
指
江
庁
舎
総
合
管
理
課
で
届
け
出
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
も
、
国
民
健
康
保
険
は
自
動
的

に
資
格
喪
失
に
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
国
民
健
康
保
険
証
と
勤

務
先
の
保
険
証
、
印
鑑
を
持
参
し
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
…

　

保
険
税
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
遡そ

き
ゅ
う及

賦ふ

か課
）。
保
険
証
が
な
い
の
で
届
け
出
の
日
ま
で
に
病
院
に
か

か
っ
た
医
療
費
は
、
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

▼
脱
退
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
…

　

国
民
健
康
保
険
の
資
格
が
な
く
な
っ
た
あ
と
、
国
民
健
康
保

険
の
保
険
証
を
使
っ
て
病
院
に
か
か
る
と
、
国
民
健
康
保
険
で

負
担
し
た
分
の
医
療
費
を
返
納
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
各
種
届
出
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
ま
た
は
番
号
通
知

カ
ー
ド
お
よ
び
運
転
免
許
証
な
ど
の
身
分
証
明
書
が
必
要
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
町
民
保
健
課
国
民
健
康
保
険
係

　

☎
（
86
）
１
１
５
７
［
直
通
］

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
更
新

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
更
新
に
つ
い
て
は
、
３

月
末
日
ま
で
に
、
各
公
民
館
な
ど
に
お
い
て
配
布
す
る
予

定
で
す
。
日
程
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
、
各
公

民
館
長
を
通
し
て
連
絡
し
ま
す
。

※
平
成
30
年
度
分
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
が
あ

る
と
更
新
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

国
保
の
加
入
と
脱
退
に
は
届
け
出
を

　

町
は
、
世
界
的
に
極
め
て
貴
重
な
資
源
で
あ
る
温
州
ミ
カ
ン

発
祥
の
地
で
あ
り
、
島
ミ
カ
ン
の
古
木
が
数
多
く
残
存
す
る
自

然
環
境
、
歴
史
お
よ
び
町
民
と
の
関
わ
り
な
ど
に
関
す
る
資
料

を
整
理
、
展
示
し
、
ミ
カ
ン
産
業
の
振
興
、
町
民
の
文
化
活
動

お
よ
び
学
術
研
究
に
寄
与
す
る
た
め
、
日
本
マ
ン
ダ
リ
ン
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
の
展
示
園
は
数
百
種
の
か
ん
き
つ
類
を
栽
培

し
、
栽
培
管
理
や
新
技
術
の
導
入
な
ど
の
研
究
に
努
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

○
施
設
の
概
要

　

①
施
設
の
名
称
＝
日
本
マ
ン
ダ
リ
ン
セ
ン
タ
ー
展
示
園

　

②
所
在
地
＝
鷹
巣
３
７
８
６
番
地
４
ほ
か

　

③
施
設
な
ど
の
内
容

    　

・
展
示
園
：
１
５
３
７
６
平
方
㍍
（
総
面
積
）　

　
　

・
主
な
栽
培
作
物
：
ミ
カ
ン

　
　

・
資
材
保
管
庫
：
１
棟
（
１
６
２
平
方
㍍
）

　
　

・
ガ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
：
１
棟
（
４
０
４
・
２
５
平
方
㍍
）

　
　

・
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
：
１
３
０
０
平
方
㍍

　
　

・
ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
：
１
台

　

④
開
設
年
月
日
＝
平
成
５
年
10
月
29
日

○
業
務
内
容

　

日
本
マ
ン
ダ
リ
ン
セ
ン
タ
ー
展
示
ほ
場
の
維
持
管
理
に
関
す

る
業
務
。（
ほ
場
内
の
下
草
払
い
、
枝
木
の
剪
定
お
よ
び
消
毒

作
業
な
ど
）

○
応
募
資
格

　

一
定
の
要
件
を
満
た
す
法
人
お
よ
び
そ
の
他
の
団
体

○
応
募
書
類

　

指
定
管
理
者
の
指
定
申
請
書
、
法
人
ま
た
は
団
体
に
関
す
る

書
類
、
管
理
運
営
の
計
画
書
、
管
理
に
係
る
収
支
計
画
書
な
ど

○
応
募
締
切
＝
３
月
29
日
（
金
）

○
提
出
方
法
＝
持
参
ま
た
は
郵
送

◎
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
農
林
課
管
理
係　

☎
（
88
）
５
６
７
０
［
直
通
］

　町では、日本マンダリンセンター展示園（みかん園）の現在の指定管理期間が平成 31 年３月末日
をもって満了することから、改めて園の維持管理ができる事業者などを次のとおり募集します。

マンダリンセンター展示園
　　　　　の指定管理者募集

　

町
で
は
、
適
正
な
課
税
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
軽
自
動
車

税
の
納
期
を
従
来
の
「
４
月
11
日
か
ら
４
月
30
日
」　

を
「
５
月
１

日
か
ら
５
月
31
日
」
に
変
更
し
ま
す
。
期
限
内
の
納
付
に
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。

◇
納
税
通
知
書
の
発
送
時
期
は
４
月
末

　

納
期
変
更
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
４
月
上
旬
に
発
送
し
て
い
た
納
付

書
を
４
月
末
に
発
送
し
ま
す
。
納
付
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◇
５
月
に
軽
自
動
車
の
車
検
を
受
け
る
か
た

　

車
検
に
必
要
な
平
成
30
年
度
の
納
税
証
明
書
の
有
効
期
限
が
「
平

成
31
年
４
月
30
日
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
鹿
児
島
県
軽
自
動

車
協
会
で
は
有
効
期
限
を
「
平
成
31
年
５
月
31
日
」
と
読
み
替
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、そ
の
ま
ま
証
明
書
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先　

　

役
場
税
務
課
軽
自
動
車
税
係　

☎
（
86
）
１
１
７
２
［
直
通
］

軽
自
動
車
税
の
納
期
限
が
変
更

４
月
30
日
か
ら
５
月
31
日
へ

67



長島町で働ける求人情報！
・平成31年2月1日～2月28日にハローワーク出水で掲載受理された求人です。

・応募するにはハローワークからの紹介状が必要となります。求人の詳細に
ついてはハローワーク出水にお尋ねください。

89



１
日
～
２
日

３
日

４
日

５
日

６
日

７
日

８
日

９
日

10
日

12
日

13
日
～
14
日

15
日

16
日

19
日

20
日

21
日

22
日

23
日

24
日

25
日

27
日

漁
港
漁
場
漁
村
整
備
促
進
議
員
連
盟
総
会　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
）

獅
子
島
ウ
ォ
ー
ク
２
０
１
９　
　
（
獅
子
島
）

辞
令
交
付
式　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

認
定
農
業
者
認
定
交
付
式　
　
（
指
江
庁
舎
）

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
い
ず
み
農
政
協
議
会
・
懇
親
会

（
出
水
市
）

Ｂ
＆
Ｇ
表
彰
伝
達
式　
　
　
　
　
　

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

土
改
連
第
３
回
理
事
会　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

県
国
保
連
合
会
理
事
会　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

県
原
子
力
防
災
訓
練　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

長
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
旗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
川
床
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
動
広
場
）

県
森
林
整
備
公
社
理
事
会　

治
山
林
道
協
会
理
事
会　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

離
島
セ
ン
タ
ー
理
事
会
・
臨
時
評
議
員
会

全
国
水
産
業
振
興
対
策
協
議
会
・
漁
村
活
性

化
研
修
会
・
常
任
理
事
会　
　
　
（
東
京
都
）

国
保
運
営
協
議
会

健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

監
査
委
員
・
補
助
職
員
合
同
研
修
会
（
役
場
）

か
ご
し
ま
長
島
会　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

市
町
村
長
研
修
会
・
町
村
会
定
期
総
会

さ
つ
・
長
・
湧
水
連
絡
会
議　
（
鹿
児
島
市
）

国
保
連
合
会
通
常
総
会　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

後
期
高
齢
者
広
域
医
療
連
合
議
会
定
例
会

（
鹿
児
島
市
）

介
護
事
業
策
定
委
員
会　
　
　
　
　
（
役
場
）

県
下
一
周
駅
伝
合
同
解
団
式　
　
（
出
水
市
）

長
島
焼
酎
祭
り
「
よ
い
ま
い
２
０
１
９
」　

（
サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
跡
地
）

認
定
こ
ど
も
園
さ
す
え
発
表
会

（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

市
町
村
総
合
事
務
組
合
議
会
定
例
会

（
鹿
児
島
市
）

全
国
町
村
会
水
産
協
議
会
常
任
理
事
会（

役
場
）

２月

　大人になる前に知ってほしい
50 の大切なことをルールにして
まとめました。
　きっと役に立つはずです。

　今回は海の家の店長のぶたぶ
たさん。ぶたぶたさんのおいし
い料理で一服して、ゆっくりし
てみませんか？

矢
崎　

存
美　

著

「
海
の
家
の
ぶ
た
ぶ
た
」

監
修
　
高
濱
　
正
伸

「
よ
の
な
か
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
」

湖
と
見
紛
ふ
ま
で
に
ま
の
あ
た
り
朝
の
光
り
に
か
が
よ
ふ

海
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑
美
代
子

朝
光
の
池
面
に
映
ゆ
る
蜻
蛉
は
命
は
ら
み
て
藤
蔓
伝
ふ

浜
畑　

松
枝

島
道
に
沿
ひ
て
咲
き
た
る
水
仙
の
花
の
香
親
し
朝
光
の
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

わ
が
庭
の
紅
き
椿
は
夕
日
う
け
石
蕗
の
葉
に
幾
つ
も
落
ち
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

デ
イ
ケ
ア
に
名
も
知
ら
ぬ
ま
ま
週
ひ
と
日
心
安
け
く
笑
顔

で
過
ご
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

怪
し
み
て
近
づ
き
見
れ
ば
道
の
辺
に
紅
ふ
か
き
櫨
の
ひ
と
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

わ
が
前
の
視
野
の
限
り
を
冬
か
す
み
飛
天
の
如
く
高
速
道

ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

如
月
の
天
の
青
さ
を
仰
ぎ
見
ぬ
小
春
日
和
の
日
差
し
浴
び

つ
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

磊
落
な
講
師
の
話
術
に
皆
な
ご
み
笑
ひ
の
渦
ま
く
老
人
学

級　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

［
短
歌
］

菜
の
花
の
田
ん
ぼ
の
中
に
母
が
い
た
腰
に
テ
ゴ
下
げ
頭
に

テ
ン
ゲ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　

貢

帰
り
来
て
並
ん
で
歌
の
載
る
日
を
ば
待
ち
て
一
人
で
続
け

る
覚
悟　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

如
月

紅
梅
の
影
踏
み
ゆ
け
ば
あ
た
た
か
き
ス
カ
ー
フ
な
び
く
道

の
公
園　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

あ
か
と
き
の
ざ
わ
つ
く
気
持
ち
こ
こ
ち
良
し
若
き
し
人
に

つ
か
の
間
逢
え
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

母
木　

良
平

暖
か
い
身
体
調
子
が
春
な
の
か
年
取
る
た
れ
ば
大
切
成
る
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

［
俳
句
］

音
楽
を
聞
き
ラ
イ
オ
ン
の
様
な
あ
く
び
す
る
春宗

方　

清
明

冬
の
陽
を
背
中
に
受
け
て
剪
定
す
帽
子
の
つ
ば
は
後
に
廻
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
之
内
重
信

老
境
に
入
り
た
る
事
を
意
識
し
て
心
に
水
を
ど
ん
ど
ん
流
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
元　
　

司

雨
後
の
日
に
湯
気
立
ち
昇
り
春
耕
の
畑
中
道
は
土
の
匂
い

す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
義
彦

め
で
た
き
も
な
き
新
年
を
と
も
か
く
も
明
る
き
声
に
交
わ

し
て
お
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
村
　
益
信

渡
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
洋
上
荒
れ
て
い
む
鶴
の
一
陣
今
し
飛
び

立
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
原
百
合
子

会
話
な
き
二
人
の
昼
饟
冷
飯
に
梅
の
茶
漬
け
を
音
た
て
て

吸
う
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
塚
　
洋
子

思
お
え
ば
八
十
何
年
短
か
か
り
あ
の
貧
し
さ
も
楽
し
か
り

け
り　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
　
学

寒
鰤
の
兜
煮
で
ん
と
浜
の
茶
屋　
　
　
　
　

淵
脇　
　

護

子
に
は
子
の
暮
ら
し
の
あ
り
て
鍬
始　
　
　

二
階
堂
妙
子

息
白
し
ガ
イ
ド
は
を
ん
な
の
ツ
ル
博
士　
　

白
男
川
孝
仁

母
に
よ
む
方
言
歌
留
多
ゆ
る
ら
か
に　
　
　

脇
田　

武
志

大
晦
日
平
成
さ
い
ご
の
蕎
麦
を
切
る　
　
　

二
階
堂
恵
子

初
出
荷
鶏
飼
ひ
始
め
四
十
年　
　
　
　
　
　

大
堂　

早
苗

小
豆
粥
へ
り
を
踏
む
な
と
母
言
ひ
し　
　
　

坂
口　

静
子

色
褪
せ
し
里
の
狛
犬
初
明
り　
　
　
　
　
　

関　

佳
代
美

出
初
め
式
一
糸
乱
れ
ぬ
隊
凛
々
し　
　
　
　

肥
後　

広
行

初
春
や
年
号
閉
ず
る
街
し
ず
か　
　
　
　
　

山
嵜
加
代
子

鬼
火
焚
く
煙
の
向
か
ふ
幼
き
日　
　
　
　
　

大
堂　

正
弘

自
転
公
転
あ
っ
と
い
う
間
の
七
日
か
な　
　

迫
口　

君
代

長島町地域包括支援センターだより

健康長寿の三本柱を意識しよう
　いつまでも健康で過ごすためには栄養、身体活
動、社会参加の三本柱が大切です。
①栄養
　栄養バランスの良い食事を摂ることを心掛けま
しょう。食事をおいしく食べるためには、お口の
中も健康に保つ必要があります。歯科医院に通っ
たり、口腔ケアをしたりして、お口の健康にも気
をつけましょう。
②身体活動
　高齢期のかたは、週に１回以上運動する習慣を
作ると、筋力の維持・向上に期待ができるとされ
ています。毎日外に出て日光に当たる時間を作る
だけでも効果がありますので、外に出る習慣を付
けましょう。

③社会参加
　積極的に外に出て、人と話し、脳を活性化させ
ましょう。
◎問い合わせ先
　長島町地域包括支援センター
　☎（86）1153［直通］

　

蔵
之
元
港
と
熊
本
県
天
草
市
牛
深
港
の
両
会
場
を
行
き
来
し
な

が
ら
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
「
キ
ビ
ル
フ
ェ
ス
２
０
１
９
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
両
会
場
で
合
計
約
50
店
舗
が
営
業
し
、
飲
食
や
特
産

品
販
売
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
楽
し
め
ま
す
。

　

豪
華
景
品
が
当
た
る
特
別
企
画
も
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
日
時
＝
３
月
17
日
（
日
）　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

○
場
所

　

・
長
島
会
場　

蔵
之
元
港

　

・
天
草
会
場　

海
の
駅
・
道
の
駅
う
し
ぶ
か
海
彩
館

○
フ
ェ
リ
ー
往
復
料
金
＝
５
０
０
円（
小
学
生
以
下
は
２
６
０
円
）

※
料
金
は
当
日
の
み
の
利
用
券
と
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

キ
ビ
ル
フ
ェ
ス
実
行
委
員
会　

　

☎
０
９
６
９
（
72
）
３
４
１
８

両
島
を
つ
な
ぐ
イ
ベ
ン
ト

「
キ
ビ
ル
フ
ェ
ス
２
０
１
９
」
開
催
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平
成
31
年
度
移
動
年
金
相
談

　
年
金
加
入
記
録
の
確
認
や
年

金
請
求
、
受
給
額
確
認
な
ど
に
つ

い
て
の
相
談
を
、
年
金
事
務
所
の

職
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
に
つ
い
て
は
、
次

の
と
お
り
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

○
開
催
日
・
場
所

　

・
４
月
11
日
（
木
）

　
　
　

指
江
庁
舎
１
階
住
民
相
談
室

　

・
６
月
６
日
（
木
）

　
　
　

役
場
３
階
庁
議
室

　

・
８
月
14
日
（
水
）

　
　
　

指
江
庁
舎
１
階
住
民
相
談
室

　

・
10
月
10
日
（
木
）

　
　
　

役
場
３
階
庁
議
室

　

・
12
月
19
日
（
木
）

　
　
　

指
江
庁
舎
１
階
住
民
相
談
室

　

・
平
成
32
年
2
月
６
日
（
木
）

　
　
　

役
場
３
階
庁
議
室

※
年
金
相
談
は
、
完
全
予
約
制
で

す
。
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

○
開
催
時
間

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
3
時
30
分

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
町
民
保
健
課
年
金
係

　

☎
（
86
）
１
１
５
７

「
高
齢
者
学
級
」
募
集　

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
各
集
落

の
老
人
ク
ラ
ブ
ご
と
に
仲
間
づ
く

り
、
健
康
づ
く
り
な
ど
を
目
的
と

し
た
高
齢
者
学
級
の
開
設
を
募
集

し
ま
す
。

　

学
習
内
容
は
、
趣
味
・
教
養
、

生
活
、
健
康
、
福
祉
、
ス
ポ
ー
ツ

活
動
な
ど
の
学
習
を
学
級
単
位
で

行
う
も
の
で
す
。
活
動
の
や
り
方

に
つ
い
て
は
相
談
に
応
じ
ま
す
の

で
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
学
習
規
模

　

一
回
２
時
間
以
上
、
年
10
回
程
度

○
開
設
期
間

　

５
月
か
ら
平
成
32
年
２
月
ま
で

○
条
件

　

・
15
人
程
度
以
上
の
学
級
生
を

　

確
保
で
き
る
こ
と

　

・
学
習
内
容
を
自
主
的
に
編
成

　

で
き
る
こ
と

○
申
込
締
切

　

４
月
末
ま
で

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
（
88
）
６
５
０
０
［
直
通
］

「
生
涯
学
習
学
級
」
募
集

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
自
主
的

に
企
画
や
運
営
を
す
る
生
涯
学
習

学
級
の
開
設
を
希
望
す
る
団
体
・

グ
ル
ー
プ
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

　

学
習
内
容
は
、
地
域
お
こ
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
趣
味
・
教
養
、

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
の
活

動
や
学
習
を
学
級
単
位
で
行
う
も

の
で
す
。

○
学
習
規
模

　

一
回
２
時
間
以
上
、
年
10
回
以

　

上
開
設
で
き
る
こ
と

○
開
設
期
間

　

５
月
か
ら
平
成
32
年
２
月
ま
で

○
条
件

　

・
成
人
の
町
民
で
、
常
時
10
人
以

　

上
の
学
級
生
を
確
保
で
き
る
こ
と
。

　

た
だ
し
、
芸
術
文
化
団
体
の
育
成

　

の
場
合
、
青
少
年
を
対
象
と
す
る

　

団
体
で
も
可

　

・
原
則
と
し
て
育
成
期
間
は
３
年

　

間
と
す
る
。
た
だ
し
、
内
容
に
よ
り

　

特
に
必
要
な
場
合
は
延
長
で
き
る

　

・
代
表
者
が
、
説
明
会
な
ど
教
育

　

委
員
会
が
開
催
す
る
会
議
に
出
席

　

で
き
る
こ
と

　

・
学
習
内
容
を
自
主
的
に
編
成
で

　

き
る
こ
と

　

・
活
動
に
相
応
の
自
己
負
担
が

　

あ
る
こ
と

○
不
採
択
要
件

　

申
し
込
み
が
多
い
場
合
、
ま
た

申
請
内
容
を
審
査
の
う
え
、
次
の

よ
う
な
場
合
、
生
涯
学
習
学
級
と

し
て
採
択
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

①
活
動
や
学
習
内
容
が
生
涯
学
習

学
級
と
し
て
育
成
す
る
必
要
性
が

低
い
場
合

②
他
の
機
関
・
団
体
か
ら
助
成
な

ど
が
あ
り
、
育
成
の
必
要
性
が
低

い
場
合

③
町
か
ら
の
助
成
金
の
大
半
を
飲

食
に
充
て
て
い
る
場
合

④
営
利
を
目
的
と
し
て
い
る
場
合

⑤
町
や
地
域
に
対
す
る
貢
献
度
が

低
い
場
合

⑥
３
年
間
の
育
成
期
間
を
経
過

し
、
独
力
で
の
活
動
が
適
当
と
認

め
ら
れ
る
場
合

○
申
込
締
切

　

４
月
末
ま
で

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
（
88
）
６
５
０
０
［
直
通
］

浄
化
槽
整
備
事
業
交
付
金
の
見
直
し

　

平
成
31
年
度
か
ら
浄
化
槽
整
備

区
域
で
新
築
す
る
場
合
、
補
助
金

の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
通
常
合
併

処
理
浄
化
槽
が
設
置
さ
れ
る
た

め
、
汚
水
処
理
人
口
普
及
率
向
上

に
対
す
る
補
助
金
の
効
果
は
限
定

的
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
新

築
住
宅
に
対
す
る
国
と
県
の
補
助

金
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
水
道
課
下
水
道
係

　

☎
（
88
）
５
６
６
４
［
直
通
］

「
長
島
大
陸
読
書
会
」
募
集

　

長
島
大
陸
Ｎ
セ
ン
タ
ー
で
は
、

定
期
的
に
読
書
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

読
書
を
通
じ
て
、
交
流
の
輪
を

広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
一
人
一

冊
お
気
に
入
り
の
本
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

　

詳
細
と
申
し
込
み
は
長
島
大
陸

Ｎ
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
確
認
で
き
る
の
で
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

○
開
催
日

　

毎
月
第
一
土
曜
日

　

午
前
10
時
か
ら
11
時
ま
で

○
場
所
＝
長
島
大
陸
Ｎ
セ
ン
タ
ー

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
地
方
創
生
課
地
方
創
生
係

　

☎
（
86
）
１
１
０
１
［
直
通
］

チ
ア
ダ
ン
ス
入
団
者
募
集　

　

平
成
31
年
度
か
ら
新
設
さ
れ
る

チ
ア
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

入
団
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

チ
ア
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
大
切
に

し
、
楽
し
く
笑
顔
で
一
緒
に
チ
ア

ダ
ン
ス
し
ま
し
ょ
う
。

○
練
習
日
＝
毎
週
火
・
木
曜
日（
未

就
学
児
は
木
曜
日
の
み
）

※
外
部
講
師
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

よ
り
、
練
習
日
が
増
え
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

○
練
習
時
間
＝
18
時
～
19
時
30
分

（
未
就
学
児
は
18
時
～
19
時
）

○
練
習
場
所

　

町
総
合
町
民
体
育
館

○
団
費
＝
月
２
０
０
０
円
（
未
就

学
児
は
１
５
０
０
円
）

○
定
員
＝
40
人

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
（
88
）
６
５
０
０
［
直
通
］

「馬込入口」バス停が移設します
　

４
月
１
日
（
月
）
よ
り
「
馬
込
入
口
」

の
バ
ス
停
が
移
設
し
ま
す
。
移
設
に
伴
う

時
刻
表
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

移
設
場
所
は
図
の
と
お
り
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
企
画
財
政
課
広
報
統
計
係

　

☎
（
86
）
１
１
３
４
［
直
通
］

現「馬込入口」バス停

新「馬込入口」バス停

国道 389 号

上り浜橋

至　汐見

至　田尻

↑ QR コードから
も問い合わせでき
ます
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↑真剣な目でブリをさばく生徒

↑グループ学習を楽しむ児童たち

↑風物詩となるアオサの収穫風景

↑受賞を喜ぶ石橋会長（写真左）と川添町長

↑長島産牛玉どんを味わう児童（平尾小学校）

↑
く
わ
や
ス
コ
ッ
プ
で
苗
木
に
土
を
か
ぶ
せ
る
児
童
た
ち

第 11 回 B&G 全国サミットで表彰

年連続で「特Ａ」評価10
　１月 22 日、東京都港区の笹川記念会館で第 11
回 B&G 全国サミットが開催され、長島町 B &G
海洋センターが表彰を受けました。
　これは、同施設が「優良海洋センター」として
最高評価の「特Ａ」を平成 21 年から 10 年連続
で受けたことによるものです。
　２月６日、町 B&G 指導者会の石橋建治会長が
川添町長を訪問し「これからも地域のかたから愛
されるセンターを目指します」と話しました。

最高級の牛肉を給食で使用

島の牛肉美味しかったよ長
　２月７日、町の学校給食で、町内産の黒毛和牛
肉を使用したメニューを児童・生徒らに提供しま
した。
　地産地消を兼ねたこの日のメニューは、昨年
12 月に開催された長島フェスタで提供された町
内産の黒毛和牛肉（A5 ランク）50 ㌔を使用し、
卵や野菜などと一緒に調理した「長島産牛玉どん」
として提供されました。
　県内の枝肉共進会などでも最優秀賞となるほど
トップレベルの町内産牛肉に、児童らは「美味し
い」と声を掛け合いながら口いっぱいにほおばり
ました。

蔵之元小で森林環境体験学習

林
　蔵之元小学校（肥後広行校長・63 人）では、
２月 20 日、５年生 15 人を対象に森林環境体験
学習を行いました。
　木を「植えて、育て、使う」という循環する森
林と林業の重要性、大変さを学ぶ本学習。児童ら
は教室で森林の役目などについて説明を受けた
後、川床集落の森林に移動し、町内の林業事業者
から手ほどきを受けながら植樹に挑戦しました。
　成長が早く、木材として利用できる早生樹のコ
ウヨウザンとチャンチンモドキの苗木を児童らは
掘った穴に丁寧に植えていきました。
　田邊慎之助君は「石や泥が多くて、穴を掘るの
が難しかった。プロはすごいと感じた」と林業の
大変さが身に染みたようでした。　

業の大変さを実感

川床中学校で鰤王料理教室

理を通して郷土を知る料
　２月 21 日、川床中学校（脇田武志校長・53 人）
の２年生 15 人を対象に東町漁協の養殖業者会を
招き、鰤王料理教室が行われました。
　これは特産品の「鰤王」を教材に、生徒が生産
者から調理の指導を受けて、地域の食文化と郷土
の理解につなげることを目的としたものです。
　生徒は会員から、ブリの各部位についての説明
やさばき方の指導を受け、ブリさばきに挑戦しま
した。
　松永侑奈さんは「ブリをさばくのは難しかった
けど、長島の特産品を扱えて良かった」と話しま
した。

アオサ収穫がピーク

質も向上品
　２月から３月にかけて、町内ではアオサの収穫
が最盛期を迎えています。
　茅屋集落では、昨年からアオサの生産を始め、
現在、５業者が取り組んでいます。
　３月２日の早朝、𠮷武浩一さんら総勢７人は収
穫作業を開始。船上に積まれた摘み取り機で海面
に張られた網を巻き上げると、深い緑色のアオサ
がびっしりと付いていました。
　𠮷武さんは「今年は水温が高く、管理が難しかっ
たが、良質に育ってくれた」とコンテナいっぱい
のアオサに満足の様子でした。

小学校の三校交流学習

童が交流を深める児
　鷹巣小学校（大野憲久校長・196 人）と伊唐小
学校（久保和久校長・16 人）、獅子島小中学校（金
子哲之校長・43 人）の児童が一同に集い、一緒に
学習したり遊んだりすることで、交流を深める交
流学習が２月 13 日、鷹巣小学校で行われました。
　この日は３校の児童が各学年ごとに分かれ、一
緒に授業を受けたり、給食を食べたりして普段、
なかなか会えない友だちとの交流を楽しみました。
　鷹巣小６年生の立野麟太郎君は「久しぶりの友
だちと一緒に算数の授業を受けて、うれしかった」
と充実した様子でした。
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↑
昨
年
の
花
フ
ェ
ス
マ
ル
シ
ェ
の

様
子

10,494 (- 2 2)
  5,082 (- 1 4)

5,412 (- ８)
  4,486 (- ９)

　

次
の
か
た
か
ら
広
報
「
長
島
」

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平成 31年２月 28日現在
(　) 内は前月比

▽
３
月
に
入
り
、
少
し
ず
つ
暖
か

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
春
の
到
来

は
嬉
し
い
こ
と
で
す
が
、
花
粉
症

の
私
に
と
っ
て
は
辛
い
シ
ー
ズ
ン

で
も
あ
り
ま
す
。
花
粉
症
の
薬
が

手
放
せ
ま
せ
ん
が
、
が
ん
ば
っ
て

乗
り
切
り
ま
す
。
▽
３
日
は
娘
の

初
節
句
で
し
た
。
ひ
な
人
形
の
前

で
、
お
め
か
し
し
た
娘
に
ほ
れ
ぼ

れ
し
、親
馬
鹿
を
発
揮
し
ま
し
た
。

取
材
で
撮
影
す
る
時
の
よ
う
に
娘

の
写
真
を
た
く
さ
ん
撮
り
、
最
後

の
方
は
、
娘
も
疲
れ
た
様
子
。
小

さ
い
う
ち
は
成
長
が
早
い
の
で
、

で
き
る
だ
け
、
多
く
の
写
真
を
残

し
た
い
親
心
が
分
か
り
ま
し
た
。

▽
節
句
の
食
事
会
の
直
後
、「
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
プ
ロ
レ
ス
」の
取
材
へ
。

筋
骨
隆
々
な
レ
ス
ラ
ー
が
会
場
中

を
移
動
す
る
の
を
必
死
に
追
い
掛

け
、
撮
影
し
ま
し
た
。
さ
っ
き
ま

で
、
か
わ
い
い
娘
を
撮
影
し
て
い

て
た
の
で
、
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
の
中

で
大
技
を
繰
り
出
す
姿
に
圧
倒
さ

れ
ま
し
た
。　
　
　
　
（
田
上
徹
）

　

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
な
ど
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
「
第
９
回
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
」
内
の

イ
ベ
ン
ト
「
花
フ
ェ
ス
マ
ル
シ
ェ
」
に
出
店
す

る
出
店
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

○
日
時

　

４
月
21
日
（
日
）　

10
時
～
15
時

　

・
搬
入
＝
８
時
か
ら

　

・
搬
出
＝
15
時
30
分
か
ら

　
（
会
場
へ
の
車
両
の
入
場
は
搬
入
時
と
搬
出

時
の
み
）

○
会
場
＝
サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘
通
路

○
出
展
料
＝
無
料

○
募
集
店
舗
数
＝
20
店
舗

※
店
舗
の
内
容
に
偏
り
が
あ
る
場
合
は
、
選
考

と
な
り
ま
す
。

○
募
集
店
舗
の
内
容

　

・
飲
食

　
（
保
健
所
・
消
防
な
ど
の
許
可
が
必
要
な
も

　

の
は
申
請
・
許
可
を
取
り
、
消
火
器
な
ど
も

　

準
備
し
て
く
だ
さ
い
）

　

・
雑
貨

　

・
体
験
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

○
設
営

　

テ
ン
ト
な
ど
店
舗
に
必
要
な
も
の
は
全
て
準

備
し
て
く
だ
さ
い
。土
の
う
は
貸
し
出
し
ま
す
。

○
申
込
締
切
＝
３
月
20
日
（
水
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
景
観
推
進
課
景
観
係

　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

「花フェスMarche」出店者募集
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月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

２０１９４

８ ９７

１５

１０ １３

１４

２２ ２３

１７ １８ ２０

２１

１２

５４

１９

１１

３/31 ２ ３１ ６

２４ ２５ ２６

１６

２８

２７

２９ ３０ ５/2 ５/3 ５/4５/1

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○鷹巣診療所 86-0054
○しみずこども医院 68-0633
○福元医院 67-3200
○荘記念病院 82-3113
○上野歯科医院 63-2306
□長島調剤薬局 64-5555
□すくすく薬局 72-5010
□ハート薬局 79-3877
□しもずる薬局 64-2211
◇しみずこども医院 68-0633

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○長島クリニック88-6405
○いまむらクリニック 73-1700
○整形外科ばばぐちクリニック64-8260
○来仙医院 84-2005
○北園歯科医院 64-2151
□しおかぜ薬局 88-6011
□市民調剤薬局 68-0150
□会営薬局 64-8280
□フタヤ薬局 67-5253
□五万石薬局 63-8800
◇出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎母子相談（２カ月児）
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎１歳６カ月児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油（獅子島）

○鷹巣診療所 86-0054
○門松医院 64-6100
○出水病院 62-0419
○つばさ歯科 62-8519
□長島調剤薬局 64-5555
□ゆうゆう薬局 73-2907
□かしま薬局 63-3970
◇こどもクリニック永松 64-1500

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

昭和の日

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
○鷹巣診療所 86-0054
○北国医院 72-0016
○東医院 67-1861
○つかさとクリニック 67-5560
○村岡歯科医院 62-0601
□長島調剤薬局 64-5555
□上野薬局 72-1016
□スマイル薬局出水店 67-2055
◇出水総合医療センター 67-1611

退位の日

○長島クリニック88-6405
○脇本病院 75-2121
○阿久根眼科 72-0040
○吉田耳鼻咽喉科医院 62-0170
○高尾野診療所 82-0017
□しおかぜ薬局 88-6011
□高松薬局 73-4002
◇二宮医院 62-0167

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

祝日には、国旗を掲げましょう！

○平尾診療所 88-2595
○山田クリニック 72-0420
○よう皮ふ科医院 63-1112
○しもぞのクリニック 63-8300
○徳森歯科医院 67-3608
□よつば薬局 79-4331
□あすか薬局 63-7322
□スマイル薬局 84-2430
□さくら薬局 63-7700
◇キッズクリニック 63-7707

□じゃがいも祭り
（サンセットの丘会場）


	1903p
	19031900

